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「カントリーママ」 

気軽に まじめに 

代
表

先
生
に
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
い
ろ
い
ろ
な

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
自
由
に
好
き

な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。
手
芸
が
好
き
な
気

の
あ
っ
た
仲
間
同
士
で
す
の
で
、
サ
ー
ク
ル
活

動
終
了
後
も
食
事
を
し
た
り
、
心
配
事
の
相
談

を
し
た
り
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
長

先
ほ
ど
活
動
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
15
年
も
の
長
い
間
続
け
て
お
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す

ね
。
皆
さ
ん
が
と
て
も
仲
良
く
交
流
を
深
め
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

鴻
巣
市
は
一
昨
年
10
月
に
合
併
し
ま
し
た
が

そ
の
効
果
は
ま
だ
ま
だ
実
感
と
し
て
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
同
じ
事
業
を
行
う
に
も

国
の
財
政
的
な
支
援
が
活
用
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
な
ら
整
備
が

長
引
く
事
業
を
早
期
に
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
約
束
し
ま
し
た
、

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の
３
つ
の
駅
の
駅
前
整
備
を
計
画

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

は
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
日
は
ご
意

見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会
員

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
大
き
な
総
合
病
院

は
で
き
ま
せ
ん
か
？

市
長

鴻
巣
市
は
地
域
と
し
て
埼
玉
県
の
中
央

医
療
圏
に
入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
圏
内
の
基

準
ベ
ッ
ド
数
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の

で
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
基
準
ベ
ッ
ド
数
は
充
足
さ
れ

て
い
る
状
況
で
す
。
総
合
病
院
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
緊
急
時
の
対
応
が
で
き

る
病
院
を
誘
致
で
き
る
の
か
が
問
題
で
す
。
皆

さ
ん
が
望
む
診
療
科
目
が
あ
る
の
か
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
誘
致
に
は
莫
大
な
予

算
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に

誘
致
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
鴻
巣
市
内

の
お
医
者
さ
ん
と
、
市
外
の
大
き
な
病
院
と
の

連
携
を
進
め
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
10
月
か
ら
は
第
二
次
小
児
救
急
医
療

を
整
備
し
、
月
曜
日
と
水
曜
日
の
夜
間
に
診
療

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
４
月

か
ら
は
も
う
少
し
日
数
を
増
や
し
て
診
療
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
交
渉
し
て
い
ま
す
。

会
員

保
育
所
の
待
機
児
童
数
は
ど
の
く
ら
い

で
し
ょ
う
か
。

市
長

現
在
は
30
人
ぐ
ら
い
が
待
機
と
な
っ
て

い
ま
す
。
春
か
ら
は
民
間
の
幼
稚
園
が
２
か
所
、

新
し
く
保
育
所
を
兼
ね
ま
す
の
で
も
う
少
し
状

況
が
よ
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

会
員

フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

１
時
間
に
１
本
の
運
行
で
す
の
で
、
都
合
の
い

い
時
間
に
利
用
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
30

分
間
隔
く
ら
い
で
運
行
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

市
長

フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
の
利
用
者
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
年
間
４
７
０
０
万
円
ほ
ど

経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
財
政
の
面
か
ら
も
、

現
状
の
運
行
本
数
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
市
の
西
側
も
含
め
て
市

全
体
を
巡
れ
る
バ
ス
を
目
指
し
て
、
路
線
の
見

直
し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
員

長
崎
屋
脇
の
道
路
は
交
通
量
が
多
く
、

国
道
17
号
に
な
か
な
か
右
折
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
長

中
山
道
か
ら
長
崎
屋
ま
で
は
県
道
に
格

付
け
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

埼
玉
県
で
買
収
を
行
っ
て
お
り
、
中
山
道
か
ら

高
崎
線
の
踏
切
ま
で
は
広
が
り
ま
す
。
最
終
的

に
は
17
号
ま
で
広
が
り
、
右
折
帯
も
で
き
ま
す
。

会
員

鴻
巣
は
花
の
ま
ち
と
い
い
な
が
ら
、
駅

前
に
花
が
少
な
い
気
が
し
ま
す
。

市
長

鴻
巣
駅
東
口
再
開
発
事
業
は
10
月
31
日

に
ま
ち
開
き
を
行
う
予
定
で
、
７
月
に
は
駅
前

広
場
も
出
来
上
が
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
は
花

を
た
く
さ
ん
植
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
北

鴻
巣
駅
西
口
に
は
幅
約
22
ｍ
、
長
さ
約
１
７
０

ｍ
の
公
園
が
で
き
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
管
理
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
花
も
緑

も
あ
り
、
様
変
わ
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

６
月
１
日
か
ら
３
日
に
は
ジ
ャ
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
「
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
」
で
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
そ
の
期
間

の
前
か
ら
に
ぎ
や
か
に
花
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

予
定
で
、
５
月
に
は
荒
川
堤
防
に
花
の
遊
歩
道

を
作
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
花
植
え

等
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

会
員

鴻
巣
地
域
と
吹
上
地
域
で
ご
み
袋
が
違

う
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

市
長

吹
上
地
域
は
合
併
前
か
ら
行
田
市
と
共

同
で
ご
み
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
処
理
施
設
の

処
理
量
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
少
し

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

会
員

小
谷
小
学
校
体
育
館
が
新
し
く
な
る
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
学
童

保
育
室
も
今
ま
で
は
大
芦
ま
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
近
く
に
で
き
て
大
変
便
利
に
な
り
ま
し

た
。

市
長

３
月
16
日
の
完
成
予
定
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
早
く
完
成
さ
せ
、
６
年
生
に
も
少
し
で

も
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業

式
も
間
違
い
な
く
行
え
ま
す
。
地
域
に
開
放
で

き
る
体
育
館
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
学
童
保
育
室
も
小
谷
地
区
と
川
里
地

域
の
共
和
地
区
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

色
、
柄
の
異
な
る
布
を
自
由
に
組
み
合
わ

せ
、
無
限
の
パ
タ
ー
ン
を
創
造
す
る
楽
し
さ

が
あ
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。
エ
コ
ラ
イ
フ
に
も

繋
が
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
て
い
る
「
カ

ン
ト
リ
ー
マ
マ
」
の
皆
さ
ん
を
箕
田
公
民
館

に
訪
ね
ま
し
た
。



●地方自治功労
青木勝也（関新田・市議会議員）
片山幸生（屈巣・同）
羽鳥　健（屈巣・同）
成澤勝司（箕田・固定資産評価審査委員会委員）
●消防功労
戸ヶ�哲治（郷地・鴻巣消防団団員）
新井康治（富士見町・同）
佐藤成人（本町・同）
中越達也（本町・同）
岡田明男（東・同）
藤井　明（雷電・同）
吉羽輝彦（加美・同）
岡野浩一（糠田・同）
齋藤和彦（滝馬室・同）
榎本公正（宮前・同）
舟山英光（吹上本町・吹上消防団団員）
原　　隆（吹上本町・同）
山口信章（下忍・同）
野口雅則（吹上本町・同）
内田一己（吹上本町・同）
吉田忠行（南・同）
内田英之（吹上本町・同）
小林克之（南・同）
西脇秀樹（下忍・同）
小林啓男（大芦・同）
秋池典夫（大芦・同）
鵜野　守（大芦・同）
宮澤元廣（大芦・同）
小林　博（吹上富士見・同）
小林勝志（大芦・同）
荻 正美（北新宿・同）
佐取弘司（北新宿・同）
小林三喜治（明用・同）

自
治
振
興
と
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
１
１
０
の
個
人
・
団
体
を
表
彰

第48回鴻巣市功績者表彰式が12月20日、クレアこうのす
で開催されました。この表彰は、長年にわたり本市の自治
振興と公共の福祉の増進に貢献された皆さんを表彰するも
ので、今回は110の個人・団体の方が受賞されました。受
賞者は下記のとおり［順不同・敬称略・( )内は住所と職名］

伊藤　清（前砂・同）
江原慶治（筑波・同）
中村博政（三町免・同）
平賀伸一（明用・同）
福島 明（小谷・同）
川邉康之（前砂・同）
須永浩一（前砂・同）
平賀　勝（吹上富士見・同）
原口　登（小谷・同）
野本富雄（南・同）
原口雄一（小谷・同）
杉山悦男（三町免・同）
松本雄哲（小谷・同）
室田和也（小谷・同）
田島康弘（小谷・同）
原口光一（小谷・同）
原口春雄（小谷・同）
岩崎典行（下忍・同）
林　和彦（下忍・同）
町田昌彦（下忍・同）
島崎浩光（下忍・同）
田嶋正志（袋・同）
飯島健夫（下忍・同）
西田　努（下忍・同）
野本浩章（下忍・同）
青木達也（下忍・同）
石川保男（鎌塚・同）
須山佳彦（下忍・同）
小林良浩（鎌塚・同）
宇田川博信（鎌塚・同）
福嶋　尊（鎌塚・同）
高橋康雄（熊谷市・同）
柴山克巳（鎌塚・同）
武笠和重（下忍・同）

寺山　仁（鎌塚・同）
志村憲一（筑波・元吹上消防団団員）
榎本智之（大芦・同）
大澤　誠（榎戸・同）
久保仁一（広田・川里消防団団員）
朝見幸男（屈巣・同）
岡戸　久（新井・同）
武藤宏幸（屈巣・同）
●環境保全功労
千井野和夫（本町・環境衛生委員）
岡田久次（本町・同）
深尾惠弘（加美・同）
細村光雄（東・同）
綿貫　一（市ノ縄・同）
●保健衛生功労
新井米子（広田・食生活改善推進員協議会員）
�田玲子（吹上本町・同）
三関和江（堤町・同）
●教育功労
須田善博（大芦・元公立学校長）
坂本日出男（小谷・同）
田村文曠（前砂・同）
金子のり子（吉見町・元公立小学校教諭）
横手房枝（北本市・同）
�橋惠子（榎戸・同）
佐藤光代（逆川・元公立小学校養護教諭）
渡邊茂子（箕田・同）
森田仁士（東京都渋谷区・学校医）
相原和男（本町・同）
斉藤　敬（赤見台・学校歯科医）
林　宏圭（行田市・元学校歯科医）
小友みき江（生出塚・学校薬剤師）
寺田秀男（中央・同）
安井伸行（行田市・元学校薬剤師）
北出和子（行田市・同）
●スポーツ功労
熊倉　功（屈巣・元川里町体育協会会長）
木暮勝之（北根・体育協会副会長）
矢部寿雄（北根・体育指導委員）
小川　昭（広田・同）
崎田　豊（吹上富士見・体育協会副理事長）
佐藤　勝（下忍・体育協会幹事）
諏訪 太郎（大間・剣道連盟理事長）
吉岡　正（大間・剣道連盟会長）
林　　元（人形・体育協会常任理事）
山口泰男（箕田・体育協会理事）
●寄附功労
富國物産株式会社（東京都千代田区）
木村木材工業株式会社（本町）
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麻しん風しん混合
ワクチン2期はお済みですか？
平成12年4月2日～13年4月1日生まれの
お子さんの保護者の方へ
麻しん風しん混合ワクチン2期は、平成19年3月31日までに接種され

る方は無料で受けられます。接種希望の方はお早めに、市委託医療機関
（平成18年の広報4月号参照）に予約し接種してください。予診票は市
委託医療機関、または各保健センターでお渡しします。

二種混合（破傷風・ジフテリア）
ワクチンはお済みですか？
11～13歳未満の学童の保護者の方へ
破傷風菌は土の中にいる菌が傷口から感染し、また、ジフテリア菌は

飛沫感染する感染症です。感染を防ぐには、予防接種をしっかり受ける
必要があります。11歳～13歳未満までに接種される方は無料で受けら
れますので、希望の方はお早めに市委託医療機関（広報4月号参照）に予
約し接種してください。予診票のない方は市内の委託医療機関または、
各保健センターでお渡しします。

問　鴻巣保健センター（電話５４３―１５６１）・吹上保健センター（電話
５４８―６２５２）・川里保健センター（電話５６９―３１４１）

●男の料理教室
時 2月7日（水）9時30分～12時30分
所・定 笠原公民館（26人）・鴻巣保健センター（30人）

吹上保健センター・川里保健センター（各20人）
対　市内在住・在勤・在学の男性
内　知っ得？納得！メタボリックシンドローム（講話・調理実習）
費　材料費・保険料500円　　持 エプロン・三角巾
申　1月23日（火）9時30分～11時に参加希望の会場へ参加費を持参。

定員になり次第締め切り
問 鴻巣保健センター（電話５４３ー１５６１）

●アレルギーっ子教室　
時・内

◎1回目
2月13日（火） 子どものアレルギーについて
講師＝ヘリオス会病院小児科医師・椎貝典子氏

◎2回目
2月19日（月） 食生活の工夫と除去食について
講師＝市栄養士

◎3回目
2月27日（火） 個々による悩み相談
講師＝ヘリオス会病院小児科医師・椎貝典子氏

※いずれも時間は13時30分～15時30分
所 鴻巣保健センター
対 アレルギーのお子さんをもつ保護者（原則3回とも出席できる方）
定 先着25人　　費 保険料・試食代150円
申・問 1月29日（月）9時より電話にて

鴻巣保健センター（電話５４３―１５６１）

●精神保健サロン
時　2月1日（木）

13時30分～15時30分
所 鴻巣保健センター
対　統合失調症やうつ病などを有する方　

※初参加の方は事前にご連絡ください
内 革細工
費 保険料50円
問 鴻巣保健センター（電話５４３―１５６１）

●ポピークラブ
時 2月21日（水）13時30分～15時30分
所　吹上保健センター
対 統合失調症やうつ病などを有する方　

※初参加の方は事前にご連絡ください
内　料理
費 保険料50円
問 吹上保健センター（電話５４８―６２５２）

●精神保健家族のつどい
時 2月28日（水）13時30分～15時30分
所　鴻巣保健センター
対　統合失調症やうつ病を有する家族をお持ちの方
内　病気に対する知識などを学び、同じ悩みを持つ

家族が出会い支え合う、家族同士の交流の場
秘密厳守

申・問 前日までに鴻巣保健センターへ
（電話５４３ー１５６１）

●精神保健家族教室
時・内・講師

◎1回目
2月20日（火）13時30分～15時
どんな病気？　
講師＝精神科医

◎2回目
2月27日（火）13時30分～15時30分
福祉制度や保健センターの事業について
講師＝市職員

◎3回目
3月5日（月）13時30分～16時
家族の対応～こんな時どうするの？
講師＝高森信子先生

所 鴻巣保健センター
対 市内在住の統合失調症等の治療を受けている方

の家族
費　無料　　　定 先着15人
申・問 2月1日（木）から電話で

鴻巣保健センター（５４３―１５６１）

時...日時　所...場所　対...対象　定...定員　内...内容　費...費用　持...持ち物　他...その他　申...申込み　問...問合せ

予防
接種

精神
保健

各種
教室
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